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の
訪
れ
と
共
に
私
達
成
人
者
四
五
九
名
の
一
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
苦
難
を
も
乗
一
＠
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

た
め
に
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
る
式
典
を
催

一
り
越
え
生
存
競
争
と
い
う
激
し
い
湯
巻
を
一
＠
国
会
議
員
互
伊
平
金

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
一
泳
ぎ
切
る
た
ゆ
ま
ぬ
大
き
な
期
待
が
か
け

て
一
、
加
入
手
続

第

十

五

朝

日

町

成

人

式

は

好

し

成

人

者

一

同

に

代

り

厚

く

お

礼

申

上

げ

一

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

思

い

ま

す

時

、

そ

の

一

一
の
①
に
該
当
す
る
人
及
び
一
の
②
に

天
に
恵
ま
れ
た
一
月
十
E
日

午

ま

す

。

一

責

任

の

大

な

る

こ

と

を

改

め

て

痛

感

い

た

一

よ
っ
て
希
望
加
入
す
る
人
は
、
住
所
地

前
十
時
か
ら
泊
小
学
校
に

お

い

想

い

み

ま

す

に

月

日

の

疏

れ

は

早

い

も

一
し
ま
す
。
然
し
私
た
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

一

の
役
場
又
は
連
絡
所
（
保
険
料
納
入
の

て
、
成
入
者

一
九

2
、

益

四

の

で

も

う

は

や

二

十

Z人
と
し
て
ま

一

誌
り
な
す
人
生
の
荒
野
は
私
迷
信
一

為
の
協
力
組
織
の
で
き
て
い
る
地
区
は

十
数
名
の
彦
列
の

も

と

に

滅

大

し

い

人

生

の

般

も

大

切

な

る

時

期

へ

の

第

一
に
県
て
し
ら
ず
展
開
し
大
自
然
も
又
、
加

一

町
内
会
長
又
は
年
金
要
員
）
迄
印
鑑
を

か
つ
厳
し
ゅ
く
に
行
わ
れ
た。

一
歩
に
立
ち
え
ま
し
た
こ
と
は
秘
逮
成
人
一
え
た
つ
力
で
私
た
ち
を
包
も
う
と
し
て
い

一

持
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

藤
田
教

育

長

の

附

会

の

あ

い

者

に

と
っ
て
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

一
ま
す
。
た
と
え
そ
れ
が
苦
難
の
連
続
で
あ

一

こ
の
人
に
は
後
日
国
民
年
金
手
帳
を
お

さ
つ
に
始
ま
り
、
本
村
町
長
の

い

大

き

な

喜
び
で
あ
り
ま
す
。

一
り
ま
し
ょ
う
と
も
人
生
の
希
望
を
新
た
に

一

渡
し
い
た
し
ま
す
。

式
辞
、
小
坂
町
議
会
議

長

外

各

こ

の

時

に

お

い

て

二

十

年

そ

の

間

第

二

一爽
快
に
足
並
そ
ろ
え
爵
敢
に
強
い
勇
気
を

一
三
、
支
払
わ
れ
る
老
令
年
金
額

団

休

長

か

ら

力

強

い

励

ま

し

と

次

世

界

大

戦

な

始

め

と

す

る

戦

乱

中

ひ

と

一

持

っ

て

あ

ら

ゆ

る

難
壁
に
ぶ
ち
あ
た
v
行

一

二
五
年
納
付
の
場
合

ま

た

る

前

途

を

心

か

ら

祝

福

か

た

な

ら

ぬ

苦

境

に

陥

り

な

が

ら

も

今

日

一
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
成

一

一一一

r納

持

制

引

0
0
0円

す

る

言

葉

が

あ

っ

て

成

人

者

代

に

至

る

ま

で

養

育

下

さ

レ

ま

し

た

両

親

を

一
人
者
に
あ
た
え
ら
れ
た
責
任
で
あ
る
こ
と

一

～

年

額

六
0
．0
0
0円

表
住
吉
清
正
君
（下

山

新

）

の

惑

は

じ

め

常

に

励

ま

し

御

指

導

下

さ

い

ま

し

一

を

確

信
レ
た
し
ま
す
。
こ
の
意
義
深
い
式

一

三
一
五
年
納
付
の
場
合

激

と

成

人

と

し

て

新

し

く

人

生

た

多

く

の

先

輩

諸

賢

ら

の

苦

労

も

大

変

で

一

典

に

際

し

、

町

長

さ

ん
始
め
来
賓
各
位
の

一

～
年
額
七
二
、

0
00
円

に

門

出

す

る

決

意

を

こ

め

た

答

し

た

。

し

か

し

今

日

は

心

か

ら

の

満

足

k
一
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
身
に
余
る
光
一

四
O
年
納
付
の
場
合

辞
が
あ
っ
て
式
を

終

了

し

た

。

祝

福
の
拍
手
を
送
っ
て
下
さ
る
こ
と
で
し
一
栄
と
存
じ
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

一

年
額
八
四
、
0
0
0円

引

き

つ

づ

き

記

念

行

事

に

う

つ

よ

う

私

た

ち

を

迎

え

る

歓

声

も

聞

え

て

お

一

私

た

ち

は

悲

し

み

あ

る

時

不
安
あ
る
時

一

な
お
こ
の
額
は
経
済
の
上
昇
に
応
じ
て

り

り

ま

す

。

一

、
そ
し
て
く
じ
け
よ
う
と
す
る
危
機
に
は

一

五
年
毎
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

号
問
。
六
段
の
翻
ベ

。

こ
の
暖
か
い
皮
怖
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
一
い
つ
も
唆
か
レ
皆
さ
ま
方
の
言
葉
を
思
い

一

っ
て
い

1
け。

推

一

穂

会

を

表

す

る

次

期

で
あ
り
ま
す
。
っ
き
る
こ

一
起
し
成
人
者
た
る
自
党
の
も
と
に
皆
さ
ま

一

そ

の

タ

力
入
者
が
途
中
で
万
一
の
不

合
哨
（
刊
誌
悶
悶
〉

M
N
Mれ
dh
M
M
lれれ
竺
れ
に
刊
は
い
れ
は
日
刊
し
」
と
を
一件
一
（
凡
社
れ
計
十
付
税
引
説

歌
目白
指
導
。
越
天
楽
r

，
興

、
制
。

一
人
前
の
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
そ
の
前
途
一
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
五
日

一
い
は
肉
親
に
苑
別
し
て
子
供
だ
げ
が
残
き

沢
泉
吉
治
氏
十
ふ

L

昭
和
三
十
八
年
の
希
望
あ
ふ
る
る
初
春
一
に
は
山
あ
り
河
あ
り
照
る
臼
も
あ
れ
ば
曇

↑

成

人

者

代

表

住

吉

清
正

一
れ
た
場
合
等
）
に
会
っ
た
場
合
は
、
障
害

－

・

・

・

一
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児

一

に
該
当
す
る
人

一

る

一
年
金
等
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

＋
＋
成

人

ノ

そ

れ

は

国

民

年

金

ヘ

加

入

の

年

＋
＋

一

G
農
業
、
袋
、
漁
業
等
の
従
事
者

一

θ
厚
生
年
金
等
の
年
金
制
度
に
加
入
し

一
‘

l
J
l
i
l－－－
－

＋

一

〈
但
し
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
や
、

一

て
い
る
人
（
後
記
註
参
照
）
の
配
偶

一
告

E

ヰ
雌
さ
ん
が
入
賞

＋
＋
＋
十
＋
＋
＋

正

し

く

飽

織

し

よ

う

、

こ

の

制

度

＋

：

：

一

各
租
共
機
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る

一

者

一

婦

人

の

生

活

発

表

大

会

と
の
度
朝
日
町
で
は
四
五
九
名
め
方
が

一係
の
急
激
な
変
化
に
つ
れ
て
、
国
民
全
体

－

eお
加
入
で
き
な
い
〉

一

e畳
間
部
に
在
学
す
る
高
等
学
校
生
及

一

朝
日
町
連
合
姉
人
会
、
朝
日
町
教
育
委

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
生
れ
た
制
度
で
、

一

妥

結

又

は

、

通

信
制
の
教
育
を
受

一

び
大
学
生

一員
会
誌
の
婦
人
の
生
活
発
表
大
会
が
ニ

既
に
ど
承
知
の
よ
う
に
、

新
し
く
生
れ

一
国

は

他

の

制

度

に

比

べ

て

か

つ

て

例

の

な

一

け

る

高

等

学

校

生

一

註

加

入

で

き

な

い

人

一
月
二
日
午
後
一
時
か
ら
泊
小
学
校
講
堂
で

た
国
民
年
金
は
二

O
才
か
ら
加
入
し
な
げ

一
い
多
額
の
補
助
を
し
て
お
り
ま
す
。
一
①
夜
間
部
又
は
、
通
信
教
育
を
受
け
る

一

既
に
会
社
や
官
公
庁
等
に
勤
め
て
い
る
一
各
校
下
の
代
表
十
名
が
出
場
し
て
、
大
菅

れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

今
後
こ
の
制
度
に
レ
お
し
て
一
層
の
理
解
一
大
学
生

一

人
で
、
次
切
ど
れ
か
の
制
度
に
加
入
し

一
中
央
公
民
館
長
、
湊
選
挙
管
理
委
員
、
島

こ
の
制
度
は
今
迄
思
一
塁
、
年
金
等
を
受

一
を

深

め

ら

れ

、

国

民

が

互

い

に

協

力

し

合

一

①

公

認

洋

一

就

学

一

枝

等

の

学

生

一

て

い

る

人

一

端

教

育

委

員

の

三

氏

を

審

判

員

に

「

明

る

軒
以
紅
引
i

仁
川
件
当
主
将
投
川
河
口
れ
川
河
川
畑
町
一
b
M
匙
設
群
抑
制
目
立
錦
町
僻
悦
保
険

一私
設
設
勺
主
ぷ
れ
咋

才
か
ら
六
O
才
迄
一
定
の
保
険
料
を
納
土
裂
け
る
も
の
で
す
。

一

て
い
る
人
は
加
入
で
き
な
い
〉

一

箱

緊

贈

賄

開

智

一
人
が
入
賞
、
～
一
月
十
日
午
後
長
か
ら
泊

て
、
六
五
才
か
ら
老
令
年
金
を
受
け
る
と

て

カ
入
の
対
象

一＠
任
意
加
入
の
で
き
る
人

一

＠

地
方
公
務
員
共
済
組
合
一
小
学
校
鞘
堂
て
開
か
れ
る
下
新
川
部
大
会

い
う
仕
組
で
す
。

一①
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一

ニ
O
才
か
ら
五

O
才
迄
、
次
の
ど
れ
か

一

＠
私
立
学
校
職
員
共
済
組
合
一
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．

こ
れ
は
戦
後
の
社
会
状
勢
や
、
家
族
関

一

二
O
才
か
ら
五
O
才
迄
で
次
の
ど
れ
か

一

に
該
当
す
る
人
は
、
希
望
で
加
入
で
き

一

＠
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

一

谷
口
八
重
子
ハ
山
崎
）
平
崎
文
子
（
泊
〉

昭和 38年 2月 1・o日
月刊 （毎月 10日発行）

勇気をもって漣むことを誓う
第
十
五
回

朝
日
町
成
人
式

ひさあぐ3)c=~豊富錫説）第90 号

が
行
わ
れ
、
出
町
者
令
員
の
記
念
撮
影
を

行
っ
て
な
ご
や
か
な
う
ち
に
成
人
式
行
事

全
日
程
合
終
了
し
、
十
二
時
す
ぎ
散
会
し

た＠
〈
雄
一
穂
会
の
翠
の
演
奏
）

成
人
者
代
表
答
辞

h
リ
’
』
向

H
υ
4
E
E



ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

共
同
商
代
V

A
寄
生
虫
再

よ
る
健
苗
育
成
、
病
虫
害
的
共
同
防
除

一

検
査

E
1

の
微
賎
で
す
。
病
虫
害
の
中
で
朝
円
町

一

二
月
二
十

で
最
も
被
害
の
多
い
の
は
穂
〈
び
作
横

一

日
二
十
一

1
発

毎
日
の
新
聞
に
農
業
記
事
と
し
て
記
載
イ
モ
チ
病
で
、
へ
ゆ
コ
プ
タ

l
f整
撒
一

日
に
小
中

周
航
－
さ
れ
る
主
な
も
の
は
、
農
業
近
代
化
と
そ
布
に
よ
る
イ
モ
チ
病
防
除
の
実
備
計
画

一

学
生
保
有

斗
配
一

れ
に
伴
う
農
業
構
造
改
善
事
業
と
か
大
型

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

郎
者
で
先
日
駆
除
薬
を
飲
ん
だ
生
の
み

均
毎
一

農
業
機
械
に
よ
る
稲
作

一
貫
作
業
等
に

っ

こ

れ
に
し
て
も
ひ
と
り
ひ
と
り
r
n
HWJ
一
ん
姉
崎
検
診

－S（一
い
て
で
す
．

と

協
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い
こ
と
で
一
日

月
二
十
三
日
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま

泊
刊
一

農
業
の
近
代
化
が
強
く
叫
ば
れ
る
の
は

す

。

そ
の
ほ
か
集
団
栽
培
と
か
落
水
問

一

で
保
健
所
で。

引
ー
一

や
は
り
農
村
、

農
家
に
問
題
点
が
非
常
に

を
遅
ら
せ
る
、
ま
た

一
歩
進
め
ヤ
経
費

一
A
B
・C－
G
接
種

司
王
一
多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
を
安
く
す
る
た
め
の
共
同
施
設
守
行
う
一
二
月
十
九
H
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

一
そ
の
ほ
か
に
産
米
改
良
の
問
題
が
あ
り
ま

－

な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
集
団
営
農
と
云
一
泊
公
民
館
で
。
全
町
対
象
。

一
す
。
本
県
産
米
の
消
費
地
に
お
け
る
悪
評
一
え
ま
す
。
ま
た
畜
産
に
し
て
も
読
菜
闘

一
心
小
児
マ
ヒ
予
防
援
種

一
は
品
種
の
不
統

一と
間
割
米
の
混
入
が
多
一
主
に
し
て
も
生
産
団
地
を
形
成
し
な
け
一
昭
和
三
十
五
年
十
月
か
ら
三
十
七
年
七

う

一

委

譲

燕

い
こ
と
で
引
取
不
能
の
米

一

れ
ば
取
引
き
も
で
き
な
い
現
状
で
す
。

一

月
ま
で
に
生
ま
れ
た
人。

，
、
一
楽

※

も
多
数
あ
り
ま
す
。
こ
の

一

自
分
の
利
読
を
守
る
た
め
に
集
団
営
農
一

三
月
十
三
日
午
後
一
時

t
三
時

一
厳

密
主

液

よ
う
な
こ
と
か
ら
今
年
は
一

を
寸
す
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．

－

m
民
策
セ

ン
タ
ー

一
鰍

E
糊

ぜ
ひ
品
怖
の
統

て

刷
剖
一

品

目
農
業
改
良
普
及
所）

－
一
一
月
十
五
日

午
後
一

時
i
一一一
時

一
波
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れ
の
根
絶
を
期
し
て
産
米
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一
束

掛
事

妓

改
良
を
推
持
せ

ね

ば

な

り

次

の

事

項
を
熟
読
さ
・孔
て
一

受
け
る
た
め
に
泣
す
る
資
金
（
相
続
資

c－一
液

※

一

一

主
－
一

括

P

ま
せ
ん
。

一

大
い
に
ご
活
用
下
さ
い
。

一

金
と
曹
三

：

一

総

事

勲
一

、
部
落
の
農
業
経
営
上

一

借
入
資
格
農
業
経
営
を
し
一①
①
か
ら
＠
ま
で
の
理
由
で
現
在
お
金
を

一
東

毒

楽

の
問
題
点
を
話
し
合
う
↑
ち

τお
ら
れ
る
方
で
次
の
項
に

一

個
人
又
は
銀
行
そ
の
他
か
ら
借
り
て
い

－
楽

楽

機
会
を
多
く
持
ち
ま
し

一
み

該
当
す
る
も
の
。

一

て
そ
の
利
子
、
返
済
期
間
な
ど
の
条
件

楽

E
E
涼

一

晃

一

一
一
規

鰍

μ
引いおれ
いれ刊ト
一
G
沼
①
殺
れ
ぼ
れ
鴻
諮
問
一
知
的
時
け
は
は
れ
ほ
れ
ド

業

護

系

※
で
は
大
き
な
事
業
が
で

一
か

嗣

た
め
の
資
金
（
自
作
地
取
一

り
早
く
こ
の
仙
金
を
芸
品
す
る
た
め
の

き
る
も
の
で
は
な
く
、

少
く
と
も
部
一
ま

入

得
資
金
と
言
う
〉

一

資
金
白
佳
品
現
資
金
と
言
う
）

一
い
唯
一
………一一
一
一
一
位
一
一
訪
日
一
引

借

②
借
り
て
い
る
小
作
地
を
寅
一

し
州
一
一
し
同
校
一
〈敗
等
に
よ
る
負
債

そ
問
題
の
解
決
も
可
能
で
あ
り
、
農
家

万

全

う
た
め
の
資
金
（
小
作
地
一
以
い
い
①
か
ら
①
ま
で
に
要
す
る
資
金
を
必

b

E

H買

取
得
資
金
と
言
う
〉
一

所
得
も
倍
増
し
省
力
化
す
る
こ
と
が
で

d
A
費

一
要
と
す
る
農
業
者
に
対
し
燦
林
漁
業
金

き
る
の
で
す
。

一
安

持

①
病
気
や
災
害
の
た
め
農
一
生
融
公
庫
が
長
期
（
ニ

O
年
以
内
）
か
っ

二
、
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
営
農
化
を
す
す
一

維

を
売
ら
な
げ
れ
は
必
要
一

一

低
利
（
年

5
分）

な
自
作
維
持
資
金

め
ま
し
ょ
う
。

一
の

お
金
を
用
意
す
る
こ
と
が
一

（

ω万
円
以
内
）
を
貸
付
け
て
農
業
経

昨

日

以

日

投

辻

竹

内

校

時

↑
営

休

校

計

飢

餓

成

約

Y

「
訪
問
問
誌
は
抑
制
民
肘
十

分
ひ
と
り
く
ら
い
で
は
と
レ
う
考
え
方
一
経

自

負
傷
等
の
災
害
資
金
と
言
一

業
委
員
会
へ
ご
相
談
に
来
て
下
さ
い
。

で
は
だ
め
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
一
歯
R

う
】

一尚
羽
年
度
分
明
日
町
全
体
の
借
り
入
れ
予

が
最
も
要
求
そ
れ
ま
す
。
挙
町

一
致
の

一

i
J

定
計
画
を
立
て
た
い
の
で
利
用
し
た
い

運
動
と
し
て
展
開
し
な
げ
れ
ば
な
り
ま

一
盛
慣

と
思
わ
れ
る
方
は
電
話
で
も

よ
い

か
一

せ
ん
。

一

ら
氏
名
と
金
額
を
至
急
お
知
ら
せ
下
さ

一

そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
栽
培
面
か

一

い

。

一

(4) 

集
団
営
農
の
推
進
を

今
年
の
農
業
経
営
の
課
題

あ（貯諮錫斜）第釦号

＠
相
続
さ
れ
る
農
地
に

つ
い

て
、
多
数
の
相
続
人
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
分

を

一
人
の
相
続
人
が
量
り

泊
公
民
館
、
境
連
絡
所

ム
成
人
病
対
策
個
人
指
導
と
血
圧
測
定

二
月
二
十
目
、
二
十
一
日
午
後

一
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
大
家
庄
公
民
館
で。

対
象
者
満
四
五
才
以
上
。

ム
昭
和
三
十
八
年
度

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

三
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
・朝
日
町
役

場
で
。
異
議
の
申
し
立
て
は
こ
の
期
間

以
外
は
受
ザ
っ
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ム
共
同
納
税
相
談
会
場
設
置

三
月
一
臼
よ
り
十
四
日
ま
で
（
土
、
日

除
く
）

泊
公
民
館
で
所
得
税
、
事
業
税

町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
を
重

点
的
に
行
い
ま
す
。
ご
相
談
の
際
は
あ

ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
り
ま
す
申
告
関
・

係
自
頬
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

期
告
期
間

一．一
月

一
日
i
二
十
日

申
告
し
な
か
っ
た
り
記
載
も
れ
が
あ
り

ま
す
と
専
従
者
控
除
と
し
て
の
取
扱
い

河

村
忠
喜
（
泊
病
院
〉

や
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
等
の
所
得

－

吉

田

良
雄
（
総
務
課
〉

控
除
や
税
額
控
除
を
受
け
る
ご
と
が
で

一

嘉

義

新
太
郎
（
民
生
課
〉

き
な
く
な
り
ま
す
。
申
告
期
限
に
遅
れ
一

前
川
俊
男
（
税
務
課
〉

た
と
き
も
閉
じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す・

一

折
戸
咲
子
（
教
育
委
員
会
〉

＠
あ
て
先

朝
日
町
教
育
番
員
会
事
務
局
内

あ
さ
ひ
編
集
委
員
会

二
、
毎
月
二
十
五
日
ま
ポ
－
に
応
募
さ
れ
た

も
の
に
限
り
型
月
号
に
掲
載
し
ま
す
が

原
稿
の
取
捨
選
択
は
編
集
委
員
会
に

一

任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
採
用
し
た
原
稿
は
と
く
名
で
掲
載
し

ま
す
。

。
町
民
の
麓
．
0

募
集

広
報

「あ
さ
ひ
」
編
集
委
員
会
で
は
三

月
号
か
ら
新
し
く

「
町
民
の
芦
」
欄
を
設

け、

み
な
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
声
を
掲

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

係
で
は
み
な
さ
ん
の
建
設
的
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
次
の
点
に
ご
注
意

の
上
ど
し
ど
し
ど
応
募
下
さ
い
。

一
、
応

募

規

定

＠
内
容
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
で
も

質
問
で
も
結
構
で
す
。
質
問
に
対
し

て
は
担
当
者
の
答
を
記
載
し
ま
す
。

＠
原
稿
は
三

O
O字
以
内
と
す
る。

の
応
募
者
は
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
は

っ
き
り
記
入
し
て
下
さ
い
。
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申
告
用
紙
及
び
そ
の
記
載
要
項
説
明
書

は
近
く
各
戸
に
配
り
ま
す
・

ム
固
定
資
産
税
第
四
期
分
の
納
期
限
は
二

月
二
十
八
日
で
す
。

ふ
第
二
田
町
民
パ
ト
ミ
ソ
ト
ン
講
習
会

二
月
二
十
四
日
午
後
」
時
よ
り
笹
川
小

学
校
で
・

ム
第
九
回
町
民
卓
球
大
会

三
月
三
日
午
前
九
時
よ
り
境
小
学
校
で

朝
日
町
役
場

蔵
員
組
合
新
役
員

委

員

長

副
委
員
長
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記

長

会

計

会
計
監
査

執
行
委
員

藤

田
儀
広
（
税
務
課
〉

舟
本
伊
次
郎
（
館
業
譲
〉

高

桜

進

（産
業
銀
〉

九
里
舎
義
（
出
納
室
〉

大
井
親
義
（
建
設
課
〉

長
似
忠
（
教
育
委
員
会
〉

朝

日

町

役

場

出

回

印

制

編
集
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発
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